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「

己
は

こ

れ
い

か
な
る

も
の

ぞ

く
」

と
修

行
す
る
中
で

、

あ
く
ま
で

理

性
的
に

「

我
即
虚
空
」

と
い

う
人

と

世
界
と
の

関
係
性
を

知
る．．

そ
の

見

地
に

対
し

て
、

梅
岩
門
下
の

斎
藤
全
門
か

ら

「

虚
空

成
我
」

が
世

界
を
ど

の

よ

う
に

捉
え
る

の

か
を
さ

ら

に

追
及
す
る

よ

う
に

諭
さ
れ
る

。

こ

こ

ま

で

が

第
一

段
階
に

当
る
。

続
い

て

第
「

の

段
階
と
し
て

、

全
門
の

教
導
を

基
に

工

夫
を

続
け
て

い

る

と
、

一
兀

文
二

（
一

七
三

七）

年
、

入
浴

後
に、

浴
衣
を
「

き
る

着
さ

す
」

と
い

う
性
に

「

微
に

通
ず
る

所
」

が
あ

り
、

全

門
を
再
び
訪
ね
た
と
こ

ろ
、

頬
を

打
た
れ
る

。

こ

の

衝
撃
的
な
出
来
事
に

よ

っ

て

「

忽

然
」

と
「

性
の

端
」

を

悟
る

。

そ
の

後、

直
ち
に

堵
庵
は

梅

岩
を
訪
ね、

自
ら
の

到
っ

た

境
地
に

つ

い

て

語
る

が、

「

其
知
り
た

る

性
」

（
初
性
の

端
）

を

養

う
こ

と
と

と

も
に

「

見
と

い

ふ

病
」

を
離
れ
る

よ

う

に

諭
さ
れ
る

。

次
に

第
三

段
階
で

は
、

彼
は
仏
説
に
裏
づ

け
る
形
で、

度

重
な
る

小
さ
な
気
づ

き、

悟
り
を
体
験
し、

次
第
に

「

見
」

が
薄
ま
っ

て

い

く
の

を

実
感

す
る
。

第
四

段

階
で

は
、

「

今
に
至
り
て

思
へ

ば
」

と

回

想
し
な
が

ら
語
る

よ

う
に、

「

見
と

い

ふ

病
」

は

既
に

な
く、

梅

岩
の

意

味
し

た

「

無
智
な
る
性
」

を
「

知
」

る
境
地
に
到
る

。

第
五

段
階
で

は
、

「

存
其
心
養

其
性

。

所
以

事
天
也

。

」

、

す
な
わ
ち
、

「

聖
賢
の

地
位
」

を

目

指
し

な

が
ら

「

私
案
な
く
し
て

常
に

心
明
な
る

鏡
の

如
く

」

（
「

存

其
心
」

）
、

「

私
案
と
い

う
私
を
以
て

本
心
の

邪

魔
」

（
「

養
其
性
」
）

を
し

な
い

よ

う
に

不
断
の

努
力
に
励
む

。

以

上

の

過
程
を
通
し
て
、

堵
庵
は

自
ら

の

位
相
を

深
化
さ
せ

た
。

　

堵
庵
が

「

此
方
の

学
問
は

本
心
を

知
ら

し
て

其
知
た

本
心
に

違
は

ぬ

ば

か

り
で

何
も

煩
多
こ

と
は

ご

ざ
ら

ぬ
」

や

「

学
問
の

大
意
は
此
天

理
ば

か

り
に

な
る

外
は

な

し
」

と

詒
る

と
き
、

彼
の

学
問
観
は

明
白
で

あ
る

。

つ

ま
り

、

「

本
心
を
知
る
」

こ

と
と
「

本
心
を

知
る
」

こ

と

で

体
認
し
た
「

道
」

を

ロ
常
生
活
の

中
で

体

現
す
る

（

11

本
心
に

背
か

ぬ

よ

う
に

す
る）

こ

と

が

肝
要
と
さ
れ
る
の

で

あ
る

。

堵
庵
の

思
想
は
「

本
心
を
知
る
」

と

い

う

体
験
と

相
即
不
離
の

関

係
に

あ
る

。

彼
が

説
く
本
質
的
な
倫
理
徳
同

、

例

え
ば
「

誠
」

「

孝
」

「

弟
」

を
見
れ
ば
そ
れ
は

明
ら
か
で

あ
る

。

こ

こ

で

重

要
な

の

は
、

宗
教

体
験
の

第
五

段
階
で

確
認
し
た

よ

う
に

、

「

敬
以

直
内

義
以

方
外
」

、

す
な
わ
ち

、

日
常
生

活
の

中
で

「

本
心
を

知
る
」

と
い

う

境
地
を
究
め
、

そ
の

境
地
に
照
ら
し
な
が
ら
日
常
の

倫
理
実
践
を
内
省
し

続
け
る

心
の

あ
り
方
で

あ
っ

た
。

堵
庵
の

思
想
（
な
ら
び

に

具
体

的
な
教

化
運
動）

は
、

そ
の

意
味
で
、

彼
白
身
の

宗
教
体
験
の

内
容
と

プ

ロ

セ

ス

を
言
語
化
か
つ

具
体
化
し

よ

う
と

す
る
試
み
で

あ
っ

た

と

言
え
よ

う
。

排
仏
思

想
に

お

け
る
二

様
の

ベ

ク

ト
ル

　

　
　
　
反
仏
教
者
の

言

説
の

再
検
討

森

和

　
也

　

排
仏
論
者
の

仏
教
批
判
の

力
点
の

特
徴
か

ら、

近
世
に

お

け
る

排
仏
論

は
、

社

会
的、

経
済
的、

倫
理
的

、

科

学
的
な
ど

に

分
類
さ
れ

て

い

る

が、

先
行
研
究
の

多
く
は
、

こ

れ
ら

の

特
徴
を

列
挙
す
る

に

止
ま
っ

て

い

る
。

近

世
の

時
代
的
特
質
を

考
え
た

場
合、

仏
教
を

徳
川
幕
藩
体
制
の
一

部
に

取
り
込
ん

だ

寺
請
制

度
の

存
在
が、

排
仏
論
を
主

張
す
る

上

で

社
会

的
前
提
と

な
る

で

あ
ろ

う
。

排
仏
論
が

現
実
の

社
会
と

交
差

す
る

時、

当

時
の

宗
教
制

度
に

対
す
る

態
度
を

積
極
的
・

消
極
的
い

ず
れ

に
せ

よ

明
ら

か
に

せ

ざ
る

を

得
な
い

。

こ

の

制
度
に

対
す
る

態
度
を
一

つ

の

基
準
と

し

て
、

社
会
的
な

〈

制

度
〉

と
、

制
度
に

は

関
わ

ら
な
い

〈
思

想
〉

と
の

相

（1229）395

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

第 9部会『宗教研究』 85巻 4 輯 （2012年）

関
関

係
か
ら

排
仏
論
の

整
理
が
出
来
な
い

か
と

考
え
た

。

　
儒

学
者
お
よ
び

経
世
家
と

国
学

者
と

は
、

こ

の

〈

制
度
〉

に

対

す
る

態

度
に

お
い

て
、

別
途
の

道
を
選
ん

だ
。

社
会
思
想
の

要
素
が

強
い

儒
教
お

よ
び

経
世
論
に

お
い

て、

制
度
の

改
革
は
、

提
言
と

し
て

な
さ
れ

得
る

も

の

で

あ
り、

僧
侶
に

対

す
る

管
理
強
化
と

寺
院
整
理
（
熊
沢

蕃
山、

藤
出

東
湖

、

等）
、

寺

請
に

代
わ
る

宗
教
統

制
を

加
味
し

た

戸
籍
制

度
の

主
張

（
中

井
竹
山
、

山

片
蟠

桃
、

藤
田

東
湖、

等）

な
ど
は

改
革
案
の

代
表
的

な
も
の

で

あ
る

。

し
か
し

、

弘
化

元
年
の

徳
川
斉
昭
の

失

脚
の

よ

う
に

幕

府
の

忌
避
に

触
れ
る

危

険
性
を
一

面
で

は

ら
ん
で

い

た
。

　
一

方
、

国
学
者
の

〈
制
度
〉

に

対
す
る

態
度
は

、

儒
学

者
・

経

世
家
の

よ

う
に
直
線
的

な
も
の

で

は

な

か
っ

た
。

「

よ
く
て

も
あ
し

く
て

も、

そ

の

時
々

の

上
の

掟
の

ま
・

に
、

従
ひ

行
ふ

ぞ
、

即
古
へ

の

道
の

意
に

は
有

け
る
」

と

古
道
の

表
れ
と
し
て

の

現
状
を
肯

定
す
る

宣
長
は
、

そ
の

論
理

的

帰
結
と
し

て

「

吾
家

、

す
べ

て

先
祖
の

祀
、

供
仏

施
僧
の

わ
ざ

等
も、

た
デ

親
の

世
よ

り
為
来

り
た

る

ま
・

」

（

『

う
ひ

山
ぶ

み
』

）

と
、

現
前
す

る

社

会
制
度
と
し
て

寺

請
制

度
を

容
認
す
る

。

た
だ
し

宣

長
の

現
状
肯
定

は
、

A、
−

あ
る

「

現
在
」

を

肯
定
す
る

も
の

で

あ

り
、

「

時
至

り
て
、

上
に

こ

れ

を
用
ひ

行
ひ

給
ひ
」

（
同
上）

し

未
来
を
期

待
す
る

も
の

で

は
あ
っ

た
。

宣
長
は

、

「

人
情
に

背
き、

ま
こ

と
の

道
理
に

か

な
は
ぬ
」

（

『

玉
く

し

げ
』

）

教
え
と

し
て

、

仏
教
の

教
え
が

人
情
に

反
す
る

点
を

批
判
し
て

い

る
。

こ

の

仏

教
の

反

人
情
に

関
し
て
、

歌

論
『

排

蘆
小

船
』

で

は
、

「

僧
の

恋
歌
」

を
肯
定
し、

「

僧
ト
テ

モ

モ

ト
俗
人
ト
カ

ハ

リ

タ

ル

性
質
ニ

ア

ラ

ス
、

モ

ト
同
シ

凡
夫
ナ

レ

ハ
、

人
情
ニ

カ
ハ

リ

タ

ル

事
ハ

ナ

キ
ハ

ズ

也
」

と
、

仏
教
が
反
人

情
の

教
え
で

あ
り、

そ
の

矛

盾
ゆ

え
に

僧
侶
の

恋

歌
に

は

秀
歌
が

多
い

と
い

う
結
論
を

導
い

て

い

る
。

こ

こ

で

は

人

情
が

絶

対
の

自
然
で

あ
り、

反
人
情
を
強
い

る
戒

律
は

不
自
然
な
も
の

と
し
て

捉

え
ら
れ

て

い

る
。

　
こ

の

宣
長
の

僧
侶
の

人
間
性
を
問

う
視
点
は
、

平
出

篤
胤
に

よ
っ

て
、

よ

り
世

俗
的
な

言
説
で

反
復
さ

れ

る
。

「

釈
迦
ハ

タ
ト

へ

真
二

尊
キ

モ

ノ

ニ

モ

シ

ロ
、

外
国
ノ

人
ジ
ヤ
モ

ノ

ヲ
」

（

『

出
定
笑

語
」

）

と
、

仏
教
の

外

来
性
を

取
り
上

げ、

排

外
的
な
視
点
か
ら
排

仏
論
を
展

開
し
て

い

る

篤
胤

も、

宣

長
同
様
に
、

「

今
ハ

上

ヨ

リ
ノ

御
定
ト
ナ

リ
テ

ヲ

ル

コ

ト

故
、

如

何
程
イ

ヤ
ニ

思
ヘ

バ

ト
テ、

コ

リ

ヤ
ド
ブ
ニ

モ

ナ
ラ

ヌ

コ

ト
」

（
同
上
）

と
、

現
実
の

寺

請
制
度
は

容
認
し
て

い

る
。

篤
胤
は

、

当
時
の

僧
侶
の

堕

落
を

取
り
上

げ
、

「

釈

迦
ノ

教
ト

違
テ

、

右
ノ

如
ク
繁

昌
ヲ

願
ヒ
、

女
ヲ

犯
シ

酒

肴
ヲ

食
ヒ

、

マ

タ

長
寿
ガ

シ

タ
ヒ

ト
思
フ

ナ

ド
ハ

、

是
ガ

コ

ノ

御

国
二

生
レ

タ
ル

、

水
十
自
然
ノ

所
デ、

斯
ナ
ケ
レ

バ

ナ

ラ

ヌ

コ

ト
デ

ゴ

ザ

ル
」

（
『

神
敵
二

宗
論
』

）

と
、

儒
学
者
・

経
世
家
の

よ

う
に

破
戒
を

批

判

す
る

の

で

は
な
く

、

自
然
の

人
情
の

結
果
で

あ
る

と
し
て

、

あ
え
て

肯
定

す
る

こ

と
で
、

戒

律
の

不
自
然
性
が
破
戒
に

よ
っ

て

か
え
っ

て

日

本
に

お

い

て

証
明
さ
れ
る
と

い

う
屈
折
し
た

議
論
を

展
開
し
て

い

る
。

宣

長
が

歌

論
に

止
め
た
心
中
の

破
戒
を、

篤
胤
で

は

実

際
の

破
戒
に

拡

げ
て

、

よ

り

世
俗
的
な
レ

ベ

ル

で

人

情
の

勝
利
を
謳

う
の

で

あ
る

。

　

人
情
を
手
段
と
し

て
、

仏
教
の

内
面
か
ら
の

無
力
化
を

説
く
宣
長

、

篤

胤
の

排
仏
論
は

、

明
治
四

年
の

寺
請
制
度
の

廃
止

、

翌
五

年
の

持
戒
の

法

的
強
制
の

撤

廃
と
い

う
〈
制
度
〉

の

変
更
を

受
け
て

、

自
然
の

人

情
の

普

遍
と

い

う
排
仏
の

〈

思

想
〉

を
押
し
と

ど

め

る
こ

と
が
で

き

ず
、

妻
帯
肉

食
す
る

に

至
っ

た
近

代
の

僧
侶
の

あ
り

方
を

予
感
さ

せ

る

も
の

で

あ
っ

た
。
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